
擁蒙恭論醸叢

　　韓の纏
　　　　　　　　　　　　　　広報
松違歯際役場電謡番暑一一覧

総務誤02S5蟹6紹ま3鼠代表〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の税務会謙謙　　　6－3王52

産業諜　　　　　　　6－3逢32

振興諜　　　　6一綴雛

建設奮業諜

（建　 護斐〉　　　6－3箋35

〈ま二下氷遵〉　　　6一、2三62

議会事務罵　　6一欝69　　　　　発繊．嘩繍3鱒鰹鱒織集．懸翼松之ほ醗役場総務灘

保健慰ンター6－3マ0碁　　　　　華鱗2一蒙4乾錘潟県廉頚城郡轍之1ま牌大寧轍之出泌2遣丁鷺Lo2559－6－3獄猟xo2559－6－1轍s

糟

鱒灘灘縣懸鰍

欝難紙憲縷矯1鑓ξ麟叢演

糞
鰯　
羅

巣立ちの時
松之山分校卒業式　3月頒

欝購

雛

圃團回團
おめでた（患生〉

みっ　

美月ちゃん　蕩澤雄基・美枝さん

　　　　　　湯由（撫城〉
ニうた

銃太ちゃん　小野塚修・輿智子さん

　　　　　　松之霞（町営住宅〉

おくやみ（死亡〉

丸由チヨさん83歳藤倉（元院〉
照邉嫁二さん78歳松之出（金塚〉
磁辺　久榮さん　79歳　新　照（藤　善）

佐藤　トキさん　93歳　天水越（下　村〉

由岸　政一一さん　70歳　新　1力（桶やさ〉

江ロミサヲさん　88歳　湯　露（不老閣）

寧i月1鷺から1拷3環までの屠出分です．

＊広報に載せてほしくない方は、漏出の時に

窓口にお誕ください。

⑳◎麺㊧
　　　　　1月3王欝理荏
総人口3，2質人〈一一2〉

　』男　ま，552人（牽王〉

　女　i，659人（一3〉
黛撒　　i，1工8芦　（＋　王〉

　　　（）内は薦月との姥較

町民憲章繍、，年，朧

わたしたちは松之由醐「艮です。郷血を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町践の奮露蘂

　1、美しい緑と薯の中で

　　　　　心豊かな入になろう
　王、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　連体の心をもとう
　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　創造のカを趨めよう

え・うちのおかあさん

鑛
縷

・鰍箋鑛灘

欝

鱈内芽育ちゃん

湯之島（うすや〉

ほうきを持って掃除をしているお母

さん。こびとと靴麗の本を読んでくれ

るお母さんが大好きです．

拶，懸

　　　ヌ　
欝縣鰍，

樋口尚華ちゃん

湯之島（林〉

　　　　お花燗に撤歩に行くお母さん。お母さ
撰轟んと一織椛馴賄って強一リ弩ソ

　　　プをプレゼントしたいな。

◇屡月の出来箏

6鷺　溝防患初め式

蔦段　婿投げスミ塗り

掲碧　豪雪対策本部設麗

◇2縁紛β～3月9費の予定

絡覆　繕越学童スキー大会

鍛5　松里地匿雲．ヒ運動会

25段　松之由地区雲上運動会

　　浦磁地区冬季体畜大会

28松蕎挙業式

3月1・8・15・22・29休業

翠の湯は冬季鉢業とな5糠す。

「
蓄
記
よ
り

　
　
睡
鴨
葱
、
予
想
は
一
変
し
、
　
五
六
蜘
獣
嚢
聯

　
の
禽
来
で
は
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
雪

　
が
降
り
続
き
ま
し
た
。
あ
と
榊
週
闘

　
降
り
続
い
て
い
た
ら
一
体
ど
う

　
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
大
雲
に

　
は
櫻
れ
て
い
る
と
は
い
い
な
が
ら

　
も
、
除
雪
作
業
が
間
に
合
わ
ず
、
商

　
齢
奢
徴
帯
の
孤
立
化
が
心
配
さ
れ

　
ま
す
。
以
髄
よ
り
は
屋
根
雲
除
雲
に

　
対
す
る
支
援
綱
度
は
整
っ
て
き
て

　
い
ま
す
か
ら
、
本
灘
に
鵬
っ
て
い
る

　
徴
帯
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
い
た

　
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
今
圃
、
町
外

　
か
ら
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

　
な
さ
ん
の
浩
躍
は
、
本
楽
に
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。

霊2

1
卜
①
卜
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舞
暴
松
之
山
町
は
東
頸
城
パ
タ
董
ン
と
十
日
町
圏
域
パ
タ
董
ン
の
2
案
ー
軽

ll晒
高柳

松代

松之凶

津南

大鶴

安塚

吉趨

浦川原

蕊憩

牧

頚城

里溝

板倉

東頸城パターン

松代町、松之山町、安塚町、浦趨原村、大島村、牧材

面積　43薯キ瓜平方メートル

人口　20，834人

欝礁鑑藷篶霧舗
嘩　響攣難灘

　
察
は
欝
常
社
会
生
活
圏
を
璽
視
し
た
合
併
パ
タ
ー
ン
を
基
本
に
甫
町
村
合

併
促
進
要
綱
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
要
綱
で
は
、
緊
内
の
頁
十
｝
帯
町
村
を
二
十
」
市
町
に
再
編
す
る
と
い
う
内

容
で
す
。

　
東
頸
城
郡
六
町
材
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
東
頸
城
郡
合
傷
検
討
協
議
会
を
設

立
し
、
合
併
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
東
頸
城
郡
六
町
村

を
「
基
本
パ
タ
ー
ン
」
と
し
て
示
し
た
地
、
住
昆
の
田
常
祇
会
生
活
圏
等
を
璽

視
し
た
松
代
町
、
松
之
山
町
を
十
日
町
圏
域
に
入
れ
る
「
そ
の
他
パ
タ
ー
ン
』

の
二
通
り
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
園
は
、
県
の
布
町
村
合
併
促
進
要
綱
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
道
路
や
新
幹
線
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど

の
交
通
基
盤
が
盤
傭
さ
れ
、
露
家
罵

車
の
普
及
な
ど
交
通
手
段
は
大
き
く

発
達
し
て
き
ま
し
た
マ
構
報
通
儒
拳

段
も
飛
躍
的
に
発
展
し
、
通
勤
・
通

学
や
買
い
物
、
隊
療
な
ど
住
民
の
欝

常
坐
活
の
行
動
範
闘
は
、
親
在
の
贋

町
村
の
鷺
域
を
越
え
て
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
郊
外
型
の
店
舗
を
中
心
と
し
た
新

た
な
帯
街
地
が
形
成
さ
れ
て
き
て
お

り
、
よ
り
広
域
的
な
観
点
か
ら
効
率

的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

小出

大和

堀
之
内

川
鷺

六臼郷

ll晒

十a町

松之出
塩沢

松代

中墨

津南

葛柳

大島

安塚

湯沢

十β町圏域パターン
十β町市、川西町、中羅村、

津南町、松代町、松之山町

面積　762キロ平方メートル

人欝　7フ，42璽入

峯薬 蹴6億鐵
36．壌鐘

6．o鐘

葭交付税携灘 甑7億
芝付税措濯 8．ま億

23，3臆円

蹴6億円i

遺3騒億鷺

璽併纐士
倉併欝町村補助金

禽併薩後の臨縛的経費に薄する普適

金鍵市町村に対する麓揺的な特甥交畢

合欝特別交轡金

地域づくり資金貸慰

　　総　　　　　　欝

ド
含僧後の主な

財政支擾
　　　　　　　羅

　　　　　　　漿

て
い
ま
す
。

　
地
方
分
権
は
、
儒
槻
に
脅
近
な
行

政
の
権
隈
を
で
き
る
隈
り
地
方
霞
漉

体
に
移
し
、
地
域
の
創
激
工
夫
に
よ

る
行
政
運
営
を
推
進
で
き
る
よ
う
に

す
る
取
り
組
み
で
す
、
多
様
化
・
嵩

度
化
す
る
行
政
需
要
に
適
切
に
鰐
処

す
る
た
め
、
市
町
醤
に
は
行
財
政
基

盤
の
強
化
や
奪
門
職
の
確
保
、
企
画

立
案
能
力
を
備
え
た
職
鰻
の
養
成
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
少
子
・
蕎
齢
化
が
急
遠
に
進
行
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
人
鶯
の
減
少

も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
、
少
子
・
織

齢
化
や
人
欝
減
少
は
、
地
域
の
撮
い

黍
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
域
全
体

の
活
力
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
橿

羅
な
ど
の
財
政
濡
要
が
壇
大
す
る
…

方
で
税
収
が
減
る
な
ど
、
市
町
村
財

政
の
悪
化
を
紹
く
こ
と
が
毘
込
談
れ

ま
す
。

　
行
政
に
対
す
る
便
罠
二
ー
ズ
は
、

紙
会
経
済
構
勢
や
欄
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
を
受
け
多
搬
化

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
導
入
に
葎
う
商

齢
餐
禰
祉
対
策
の
充
輿
や
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
発
盆
を
柳
え
る
た
め
の
一

般
廃
棄
物
処
理
施
策
の
拡
充
、
長
寿

祇
会
に
舛
応
す
る
た
め
の
盤
涯
学
習

の
推
進
、
憐
報
技
術
革
命
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
急
速
に
進
む
情
報
化
祇

会
へ
の
対
応
な
ど
、
籍
た
な
行
政
諜

題
に
応
じ
て
市
町
村
が
取
り
縄
む
べ

き
仕
事
は
、
質
・
量
と
も
に
拡
大
し

　
園
の
財
政
は
、
平
成
十
三
礁
度
宋

の
圏
・
地
方
を
禽
わ
せ
た
債
務
残
嵩

が
約
六
溝
穴
十
六
兆
円
に
達
す
る
と

見
込
ま
れ
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
．
園
、
県
と
も
財
政
状
況

は
悪
化
し
て
お
り
、
新
潟
県
の
寮
町

村
で
も
財
政
力
が
弱
い
腿
捧
が
多
く
、

将
来
の
轍
代
の
負
撞
を
毒
え
る
と
、

財
政
構
造
の
改
簸
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
帰
部
事
務
組
禽
篇
や
「
広
域
連
合
幅

で
は
処
理
す
る
事
務
が
溝
防
や
ゴ
ミ

処
理
な
ど
の
特
建
の
分
野
に
限
ら
れ

る
た
め
、
総
合
的
な
行
政
の
展
闘
が

難
し
く
、
帯
町
籾
の
枠
組
み
を
変
更

し
な
い
た
め
、
各
箏
時
樗
の
測
審
が

複
雑
に
絡
み
、
構
成
驚
溝
籾
問
の
連

絡
・
調
整
な
ど
に
多
く
の
購
間
と
労

力
を
要
し
、
迅
速
で
的
確
な
慧
患
決

定
を
行
う
こ
と
が
で
き
衷
せ
ん
．

　
ま
た
、
億
蔑
と
行
政
の
跳
離
が
遠

く
な
り
、
責
錘
の
勝
覆
が
不
賜
確
に

な
り
が
ち
で
、
行
政
の
効
率
化
や
透

明
惟
に
謙
題
が
あ
り
ま
す
．

　
財
政
力
が
弱
く
小
規
模
な
帯
町
樗

が
多
い
獅
潟
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
諜

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

憾
々
の
驚
町
村
が
行
政
改
革
に
努
め

る
こ
と
だ
け
で
は
眼
鼻
が
あ
り
ま
す
。

　
分
権
型
祇
会
に
お
け
る
霞
立
し
た

窃
治
体
と
し
て
、
私
た
ち
の
地
域
の

将
来
が
ど
う
あ
る
べ
煮
か
を
驚
え
る

う
え
で
も
、
帯
簿
耕
自
ら
が
金
併
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
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霞
漉

体
に
移
し
、
地
域
の
創
激
工
夫
に
よ

る
行
政
運
営
を
推
進
で
き
る
よ
う
に

す
る
取
り
組
み
で
す
、
多
様
化
・
嵩

度
化
す
る
行
政
需
要
に
適
切
に
鰐
処

す
る
た
め
、
市
町
醤
に
は
行
財
政
基

盤
の
強
化
や
奪
門
職
の
確
保
、
企
画

立
案
能
力
を
備
え
た
職
鰻
の
養
成
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
少
子
・
蕎
齢
化
が
急
遠
に
進
行
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
人
鶯
の
減
少

も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
、
少
子
・
織

齢
化
や
人
欝
減
少
は
、
地
域
の
撮
い

黍
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
域
全
体

の
活
力
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
橿

羅
な
ど
の
財
政
濡
要
が
壇
大
す
る
…

方
で
税
収
が
減
る
な
ど
、
市
町
村
財

政
の
悪
化
を
紹
く
こ
と
が
毘
込
談
れ

ま
す
。

　
行
政
に
対
す
る
便
罠
二
ー
ズ
は
、

紙
会
経
済
構
勢
や
欄
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
を
受
け
多
搬
化

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
導
入
に
葎
う
商

齢
餐
禰
祉
対
策
の
充
輿
や
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
発
盆
を
柳
え
る
た
め
の
一

般
廃
棄
物
処
理
施
策
の
拡
充
、
長
寿

祇
会
に
舛
応
す
る
た
め
の
盤
涯
学
習

の
推
進
、
憐
報
技
術
革
命
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
急
速
に
進
む
情
報
化
祇

会
へ
の
対
応
な
ど
、
籍
た
な
行
政
諜

題
に
応
じ
て
市
町
村
が
取
り
縄
む
べ

き
仕
事
は
、
質
・
量
と
も
に
拡
大
し

　
園
の
財
政
は
、
平
成
十
三
礁
度
宋

の
圏
・
地
方
を
禽
わ
せ
た
債
務
残
嵩

が
約
六
溝
穴
十
六
兆
円
に
達
す
る
と

見
込
ま
れ
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
．
園
、
県
と
も
財
政
状
況

は
悪
化
し
て
お
り
、
新
潟
県
の
寮
町

村
で
も
財
政
力
が
弱
い
腿
捧
が
多
く
、

将
来
の
轍
代
の
負
撞
を
毒
え
る
と
、

財
政
構
造
の
改
簸
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
帰
部
事
務
組
禽
篇
や
「
広
域
連
合
幅

で
は
処
理
す
る
事
務
が
溝
防
や
ゴ
ミ

処
理
な
ど
の
特
建
の
分
野
に
限
ら
れ

る
た
め
、
総
合
的
な
行
政
の
展
闘
が

難
し
く
、
帯
町
籾
の
枠
組
み
を
変
更

し
な
い
た
め
、
各
箏
時
樗
の
測
審
が

複
雑
に
絡
み
、
構
成
驚
溝
籾
問
の
連

絡
・
調
整
な
ど
に
多
く
の
購
間
と
労

力
を
要
し
、
迅
速
で
的
確
な
慧
患
決

定
を
行
う
こ
と
が
で
き
衷
せ
ん
．

　
ま
た
、
億
蔑
と
行
政
の
跳
離
が
遠

く
な
り
、
責
錘
の
勝
覆
が
不
賜
確
に

な
り
が
ち
で
、
行
政
の
効
率
化
や
透

明
惟
に
謙
題
が
あ
り
ま
す
．

　
財
政
力
が
弱
く
小
規
模
な
帯
町
樗

が
多
い
獅
潟
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
諜

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

憾
々
の
驚
町
村
が
行
政
改
革
に
努
め

る
こ
と
だ
け
で
は
眼
鼻
が
あ
り
ま
す
。

　
分
権
型
祇
会
に
お
け
る
霞
立
し
た

窃
治
体
と
し
て
、
私
た
ち
の
地
域
の

将
来
が
ど
う
あ
る
べ
煮
か
を
驚
え
る

う
え
で
も
、
帯
簿
耕
自
ら
が
金
併
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
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1、普通交付税算定の特例の期周錘長

　合併後鐙ヵ年度は、合併しなかった場合の普通交付税額の合算額を全額保読し、さらに、その後5ヵ年度は激変緩秘

描置を講じることとしています。

2、含併布町：村まちづくりのための建設事業に対する財政捲置

　合併後鎗ヵ年度は、市町村建設計爾に基づく特に必要な事業の経費に特例地方債を充当し（95％〉、元利償還金の70％

に紺して普通交付税を措置することとしています。

3、市町籾振興のための基金造成に対する財政捲置

　照斎町村単位の地域振興・住昆の一体感情勢のために使う基金造成に対し、特例地方債を充嘉（95％）し、元利僕還

金の70％に対して普通交付税を搭罎することとしています。

4、合併薩後の臨時的経費に対する財政搭置

　合併直後に必要となる醜時的経費については、合併後入1コや合併関係し町粒数に応じて算定し、普通交付税による包

括的財政描趨を講ずることとしています。

5、合併準備経費に対する財政措置

　合併協議会設置経費等に対して特斑交付税を捲罎することとしています。

6、合併移行経費に対する紺政捲置

　電算システムの統一等の経費に対して特別交付税を描置する予定です。

7、合併市町村に対する包括的な欝政1支援措置

　平成王7年3月までに舎併を行う市町村に対して、新たなまちづくりや公共料金の格差邊正等の財政需要に対応するた

め、包括的な支援描罎を講ずる予定です。

8、合併準備補助金

　合併特例法により基づき設置された合併協議会の構成帯町村に対して、毒町餐建設議瀬の作成及びそのための準備等

　に要する経費について、工関係市町村につき500笈海を上線とする定額補助を行うこととしています。

9、合併衛町：村補助金

　平成鴛年3月までに合併した市町村に対して、合併に伴い必要な事業として市町村建設讃覆藝に位置づけられたもので、

全園的な毒町村合併推進のモデルとなる事業に鰐して、含併成立年度から3ヵ年度を限度として定額補助することとし

ています。

沁、議会の議員定数・雀任関する特例

　合併により合併市驚村の議会の議員定数が減少する場合、激変緩和的な描置として一建の範顯内で定数を増癩できる

　こととしています。

また、合餅前の各霧欝1料の議会議員は、合併後の一定期闘に限り、合併市町村の議会議員として径任できることとして

います。

”、地方税の不均一課税

　倉併後直ちに、合併市町村の金域にわたって均一の諜税をすることがかえって市時麺合併の住民負握にとって均饗を

欠くことと認められる場合には、含併が行われたβの属する年度及びこれに続く3ヵ年度に限って、不均…諜税ができ

　ることとされています。

5

釜鰯縫懇饗饗欝

①便罠にとってサービスの選択の編を広げ、より蔑い

　水準のサービスを受けることが斑能になります。

③保健・土木などの専鱒的・腐度な能力を持つ職員を

　確保・育成することができ、行政サービスの洵上が

　期待できます、

③窓ロサービスや文化施設、スポーツ施設などの公共

　施設の広範翻な利溺が可能となります。

④広域的な視点から、道諮や市街地の整備、文化施設、

　スポーツ施設などの整備を効率よく実施することが

　でき、…体的なまちづくりを進めることができます。

⑤重点的な投資が可能になり、目董となる大型プロ

　ジェクトを実施できるようになります．

⑥行政経費が簾約され、少ない経費でより嵩い水準の

　行政サービスが可能となります。

餐灘纏灘鍵難職灘』

①中心部を除いて周辺部は遺疎化し鷲廃するおそれが

　あります。

②住民の声が行政に屑きにくくなり、きめ細やかな行

　政ができなくなるおそれがあります。

③含磁すると地域の伝統や文化、圃有の行事がなく

　なってしまうおそれがあります．

④合併するとマ寳役漸や町役場が遠くなって不便になる

　おそれがあります。

P鰯馨穫鷲楼

　県が指摘する合併についてのメリット、デメリット

は一般的には上記のようなことが．上げられますが、合

傷対象の市町材がお互いに協議していく中で、合併の

メリットは全ての住浅に実感できるようにし、デメ

リットにつてはできるだけ少なくなるようにする必要

があります、

　東頸城6町餐においては炸鎌捻月に東頸城都町村合

併検討協議会が設立されました。具体的な内容につい

ては今後、郡合併検討協議会などで協議され、住昆の

皆さんに、その都度、内容を広報やチラシなどでお簿

らせします。

「
1合併についての語る

1き1　　　松之由町長
　　　　　　　佐藤利幸

充分情報公開しながら

　帯町樗合併は、できるならやりたくないのが基本的な

考え方です。しかし、少子商齢化の時代を迎えたこと、

また、地方分権の推進が行われることなど、住昆自治を

推進するにはある程度の入鶯が必要です。また、町の財

政状況を考えると、地方交付税が54％を志めており、交

付税をどんどん減らされれば、合併したくないと思って

いてもやらざるを得ない状溌が出てきます。

　すでに昨年度は、3ほ00万円、今年度は3，700万円の

交付税が減らされました、このような状況で推移してい

くと、職員を半分にするくらいのことを考えていかない

と、含併しないでいくことはできません。しかし、そう

なると住罠の期待に添えるような今まで還りの住疑サー

ビスができなくなるので、帯町村合併はやらざるを得な

いのではないかと患います．

　どうせ合併しなければならないのなら、財政的な慰恵

が潮待できる平成三7年3月宋までに合併する必要がある

と考えています。

　松之山瞬の合併の選択肢は、3つあると思て）ています。

①東頸城郡③十8町圏域③津南地域衛盤施設線合を構成

する津南、中羅、栄村、松之磁の以上3パターンが考え

られます．

　もうiつ松代と松之由の合併パターンもあるが、仮に

合併しても人口が岡町併せて7，500入にすぎず、近い将

来また広域台併が必要となる。鐙奪．15年をにらんだ合

併が必要と考えています。

　いずれにしても、3つの選挨肢のうちまつにこだわる

ことは考えていません。柔軟に対応し住民の皆さんにメ

リット、デメリット等充分情報公欄して、議会の意講を

藤重しながら、住民投票も考えたいと思っています、

　郡の合鎌検討協議会はあくまでも勉強会であり、複数

のパターンを検討しながら、それを傭報公鱒し、町民の

憲見を聞いていくことが大切であると思っています、

4
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　郡の合鎌検討協議会はあくまでも勉強会であり、複数
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焼却禁止の例外

三、廃棄物越理基準に従って行う廃棄物の焼翻

厚生省令で定める構造を禽する焼隷施設を駕いて、摩

鑑大癒が定める方法により焼劫

2、飽の法令またはこれに基づく越分により行う廃棄物

の焼却

①森林痛害虫等防除法に基づく病警滋の付蒼した木の

　枝の焼部

②家畜伝染病予防法にも続く伝染病に罹患した家畜の

　死体の焼劫など

3、公益上著しくは歓会の習横上やむを得ないもの又は

周辺地域の生活環境に与える影響が軽微であるものと

して政令で定めるもの

①園又は地方公粟鑓体がその施設の管理を行うために

　必要な廃棄物の焼部

　海斑管理渚が行う伐採華木の焼都など

⑫災警、風水審、火災、凍霜審その飽の災警の予防、

　応急対策又は復擬のために必要な廃棄物の焼劫

　凍霜審防窺のための穏わらの焼翻な：ど

③風倦習櫻上又は宗教．至の行事を行うために必要な廃

　棄物の焼都

　fどんど焼き3などの地域の行事における廃材等の

　焼知など

④農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないもの

　として行われる廃棄物の焼劫

　農業奢が行う稲わらの焼知、林業者が行う伐採iした

　枝条の焼都など

⑤たき火その偬鷺常生浩を営む上で遇常行われる廃棄

　物の焼劫であって軽微なもの

　たき火、キャンプファイヤーなどを行う際の廃材等

　の焼劫

蓬

…

1
1

法
律
条
文
要
約

　
欝
人
も
、
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
っ
て
行
う
場
合
も
し
く
は
、
公
益
上
、
社
会
の
習
慣
上
や
む
を
得
な
い
も
の

等
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄
物
を
焼
劫
し
て
は
な
ら
な
い
．

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
ナ
三
年
鰯
月
皿
研
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

蕪蒙i電製鐵蒸螺鐵藩墾の犠綱難、纏憲

　家電難摺糠辮淺の施繕匿漢鯵講象き髪隷蕎講鑛霞ぽ、糧鍍繋撲灘懸薫蒙総澱灘一

灘麟雛鐵議選遷が簿養隷難醐蒙難鍵．翼灘鎗鍬馨が破損膨蒸羨縫麟舗漸蓼醜膨

灘一嬢壊載驚瀦蔵庫懸謹轡渉鐵鎗ルが簿き癒樋講象製鹸は、轡勤蒸蒙簿費駕プう鷺

2，000爾懇津薦地域衛盤施設組糞《持ち込む議老懸薄能驚す、

7

「家電リサイクル法」が　　φ

　　　　　　　　いよいよ始まります

一人ひとりの協力で使わなくなった家電製品は新

しい商品や資源鑓なって再利絹するための法律でず。

洗濯機

対象製晶

テレビ エア轟ン

’　「

庫蔵冶

※リサイクル費駕

洗濯機：2，400Fi

冷蔵庫14，600円

エァコン：3，500需

テレビ：2，700門

　　　消費者（使った人）

　使わなくなった家電製最は、※リサイクル

費矯と一緒にお店（家電小売1齢に引き取っ

てもらいます。

号

5
…
し
」

　家電小売店（収集・運搬する人〉

　以前に小売りしたり、買い換えで取引を求

められた対象製贔を収集し、家電メーカーに

運搬します。 ＿＿㎜＿肺＿」

号
　　i家電メーカー一（再生する人〉

　消費奢からあずかった家電製品を、無駄に

ならないようにきちんと再商品化（再資源化〉

します。

一

　　家電リサイクル法
　（特定家庭用機器薄商品化法〉

平成13年4月1日施行

一

月
か
ら
環
境
関
連
法
が
次
々
と
施
行
さ
れ
ま
す
．

リ
ー
ン
な
循
環
型
社
会
を
未
来
の
子
供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め

人
ひ
と
り
が
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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鞍疹

一　　鮎『　　　　灘　　　　　　婆」一難撚
　佐藤愛美ちやん　　　由岸塵弥くん　　　　小晃陽介くん
　　　雪根（沢）　　　　　新山（麓の下）　　　　黒窟（中屋敷）

勉強がんばって100魚と　バソコンでおもしろいの　とび箱を5段やりたい
りたい　　　　　　　　　　やつてみたい

灘酬
　　下廻手（保蟹）

算数をがんばりたい

死踊薩「

v
纏

　鍵

x

離

　久保鐡大寳くん　　　　渡辺拓哉くん

　　雪根（雪七〉　　　　　策山（谷〉

プラン⊃とか作ってみた　パソコンをしたい

い

　
　
　
　
　
激

崇
　
　
　
　
轟
、

亀
つ
騰

博

　志賀　康くん
下損手（こうぞ畑）

とび箱を6段とびたい

　　爾雲舞之くん　　　魯山翔太くん
　西之前（もんにん〉　　　銘浦鯨（はば）

漢穿ドリルがんばりたい　勉強がんぱりたい

ル
ヤ

矯
属

爵

8

警
・

建

麺由あかりちやん
　　瀦本く柚磁屋）

懸轡飽で本をいつぱい読

みたい

嚢，

　長沢弘輝くん
天氷島（みはらし）

算数のドリルがしたい

　　高橋部弥くん

天水島（治雀工門）

翻語の勉強をしたい

縣胴隔騨嗣悶㎜謡＝鵡㎝一　　　』一騨隅階一補

椥齪くん　韻焔くんi
　　中原（泉屋）　　　　松之山（志賀蟹）

マラソンで遷位に1なりた　パソコンでお…手紙とか書

い　　　　　　　　　　いてみたい

謬

　高橋爽香ちゃん

　　天承饒（竃）

俸蕎でとび箱やりたい

　佐藤葵美ちゃん

　　天水越（蒜）

蕎楽塞で激をうたいたい

離
縫
繍

　樋0　舞ちゃん

　　湯由（弥えん）

翻語をやってみたい

　皐擬法子ちゃん　　　　村由稔季くん

　　角池（下番遵）　　　　」ヒ州手（森下）

運動会で1等になりだい　お勉強したい

　　高沢遼畢くん

　　　滉：本（釜〉

簾数を勉強したい

｝　　　　　　　　　　　　　｝｝　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　㎜周　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　㎜　　　　　　一｝　　　　　瀞備　　　　一　　㎜｝…｝

　　柳　宏柾くん

　　滉本（柳屋）

体欝で鉄棒をしたい

｝
榊櫛

里創プラン通信／松之由ステージN。」

の「森の学校」〈仮称〉自然科学館

まとまる基本計画（案）

　
地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
取
り
績
ん
で
い
る
「
塁
創
プ
ラ
ン
偏
で
は
、

当
町
は
自
然
科
学
館
（
仮
称
）
を
整
備
す
る
誹
面
が
あ
り
、
現
在
里
創
プ

ラ
ン
推
進
委
員
会
で
計
爾
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
、
こ
の
ほ
ど
そ

の
基
本
誹
爾
（
案
〉
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
園
か
ら
二
鐡
に
わ
た

厚
事
業
の
推
進
状
溌
や
基
本
欝
藪
（
案
）
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
募
委
員
を
加
え

椎
進
体
翻
を
ス
タ
ー
ト

　
轟
町
の
羅
創
プ
ラ
ン
の
推
進
体
翻

は
、
平
成
九
年
慶
の
議
会
議
貫
や
地

域
往
艮
、
霞
然
愛
護
醸
体
の
代
表
、

行
政
職
舞
で
構
成
す
る
「
璽
翻
ブ
ラ

ン
験
討
委
貴
会
恥
を
設
置
し
、
箏
業

内
容
の
検
討
を
簸
ね
て
き
ま
し
た
、

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、
事
業
の

目
薫
と
な
る
懲
然
科
学
館
（
飯
称
）

整
備
の
取
り
綴
み
が
本
格
化
す
る
こ

と
か
ら
婁
賛
の
一
般
公
藤
を
行
い
、

「
懇
翻
プ
ラ
ン
推
進
委
貴
会
』
と
し

て
昨
年
十
二
月
に
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
松
之
山
ス
テ
妻
ジ
は
、
「
森
の
学

校
偏
を
テ
ー
マ
に
露
然
観
察
や
森
づ

く
り
を
通
じ
嬰
慮
の
姿
を
申
心
に
地

域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
美
人
林
周
辺
に
そ
の
拠

点
施
設
と
し
て
自
然
科
学
館
く
仮
称
）

の
建
設
謝
醐
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
隣
接
し
た
須
山
地
区
に
は

平
成
牽
葎
度
か
ら
國
の
補
助
金
を
受

け
て
湿
性
植
物
園
や
林
内
歩
道
な
ど

自
然
観
察
や
体
験
学
習
を
行
う
た
め

の
場
漸
と
し
て
整
備
が
行
わ
れ
て
お

り
、
美
人
林
周
辺
と
須
由
地
鷹
を
璽

創
プ
ラ
ン
の
松
之
蜘
ス
テ
茎
ジ
と
し

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
．

婁
山
の
自
然
の
軸
に

　
　
交
流
の
拠
点
施
設

　
推
進
委
舞
会
は
、
維
奪
牽
二
月
か

ら
、
こ
れ
ま
で
自
然
科
学
館
（
仮
称
）

の
位
灘
づ
け
や
機
能
な
ど
を
審
議
し
、

基
本
欝
爾
（
案
）
を
家
と
め
て
き
ま

し
た
．
会
議
で
は
、
施
設
の
展
承
テ
…

マ
や
交
流
の
視
点
を
ど
こ
に
す
る
な

ど
時
聞
を
か
け
て
検
討
が
量
ね
ら
れ

ま
し
た
。

　
基
本
謙
醸
（
案
）
で
は
、
自
然
科

学
鯨
（
仮
称
）
を
難
難
慮
の
懲
然
幅

を
軸
と
し
て
η
多
襟
な
入
々
の
交
溌

壱
梶
す
拠
点
施
設
臨
と
し
て
位
罎
づ

け
を
行
い
、
ま
た
こ
こ
を
訪
れ
た
地

域
内
外
の
利
爾
麿
に
講
し
て
は
、
①

「
体
験
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
廓
②

「
自
立
的
・
憲
体
的
な
活
動
の
支
援
輪

③
「
外
部
に
陶
け
て
の
情
報
発
儲
恥

の
三
つ
の
役
翻
を
撫
う
施
設
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
．

　
推
進
委
貴
か
ら
は
、
「
施
設
整
描
に

あ
た
っ
て
は
畷
内
に
あ
る
施
設
と
機

能
璽
複
し
な
い
よ
う
に
す
り
禽
わ
せ

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
』
や
「
専

跨
的
な
鑓
識
を
持
っ
た
鞍
と
な
っ
て

ま
と
め
て
く
れ
る
人
を
早
急
は
決
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
偏
な
ど
多
く
の

意
見
が
鐵
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
謝
爾
く
案
）
を
も
と
に

建
設
欝
顧
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
推

進
婁
員
会
で
は
今
後
も
展
承
内
容
や

管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
険
討
を
重

ね
て
い
く
予
定
で
す
．

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
施
設
の
名
称
を

趨
然
科
学
館
（
仮
称
）
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
自
然
科
学
館
「
森
の
学
校
』

（
仮
称
）
と
い
う
驚
え
で
譜
蘭
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

毫
筆
茎
峯
憲
…
蒙
…
筆
…
・
墾
芝
‡
峯
象
、
…
亀
．
婁
、
峯
、
ξ
．
考

建
築
・
展
示
な
ど

　
　
ア
イ
デ
ィ
ア
公
募
へ

　
露
然
科
学
館
竺
森
の
学
校
」
（
仮
称
）

の
建
築
と
展
承
の
驚
え
方
、
利
罵
煮

陶
け
の
活
動
内
容
の
三
点
を
公
醐
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
融
ン
で
実
施
し
た
い
と

羅
翻
プ
ラ
ン
総
合
コ
｝
デ
ィ
ネ
｝
タ

の
北
紺
フ
ラ
ム
氏
か
ら
擬
案
が
あ
り

ま
し
た
．

　
こ
の
施
設
が
全
國
的
に
も
蕗
題
を

集
め
、
噺
新
な
特
魚
を
備
え
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
闘
催
し
た

「
大
地
の
芸
衛
祭
恥
で
澄
揖
を
集
め

て
い
る
こ
と
を
有
効
に
活
期
し
、
広

く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
た
い
と
い

う
考
え
で
す
。
硯
在
ア
イ
デ
ィ
ア
の

墓
集
に
講
け
て
の
事
務
を
進
め
て
お

り
、
五
月
申
旬
畷
ま
で
に
は
嘉
選
鞍

を
決
定
し
た
い
予
建
で
す
。

　
な
お
、
今
籔
ま
と
め
ら
れ
た
基
本

計
爾
（
案
）
と
公
墓
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
し
な
が

ら
、
巖
終
的
な
討
錘
が
つ
く
ら
れ
ま

す
。
・
公
闘
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
遇
称

コ
ン
ペ
）
と
は
、
「
よ
り
良
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
求
め
る
た
め
、
作
ろ
う
と

す
る
も
の
の
鷺
報
を
公
闘
し
、
広
く

一
般
に
提
案
を
琢
る
計
爾
手
法
の
こ

さ
で
す
。

　
次
織
は
、
施
設
の
テ
ー
マ
構
成
な

ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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黎

亀㌦
4募

激

o

鷲

自

鞍疹

一　　鮎『　　　　灘　　　　　　婆」一難撚
　佐藤愛美ちやん　　　由岸塵弥くん　　　　小晃陽介くん
　　　雪根（沢）　　　　　新山（麓の下）　　　　黒窟（中屋敷）

勉強がんばって100魚と　バソコンでおもしろいの　とび箱を5段やりたい
りたい　　　　　　　　　　やつてみたい

灘酬
　　下廻手（保蟹）

算数をがんばりたい

死踊薩「

v
纏

　鍵

x

離

　久保鐡大寳くん　　　　渡辺拓哉くん

　　雪根（雪七〉　　　　　策山（谷〉

プラン⊃とか作ってみた　パソコンをしたい

い

　
　
　
　
　
激

崇
　
　
　
　
轟
、

亀
つ
騰

博

　志賀　康くん
下損手（こうぞ畑）

とび箱を6段とびたい

　　爾雲舞之くん　　　魯山翔太くん
　西之前（もんにん〉　　　銘浦鯨（はば）

漢穿ドリルがんばりたい　勉強がんぱりたい

ル
ヤ

矯
属

爵

8

警
・

建

麺由あかりちやん
　　瀦本く柚磁屋）

懸轡飽で本をいつぱい読

みたい

嚢，

　長沢弘輝くん
天氷島（みはらし）

算数のドリルがしたい

　　高橋部弥くん

天水島（治雀工門）

翻語の勉強をしたい

縣胴隔騨嗣悶㎜謡＝鵡㎝一　　　』一騨隅階一補

椥齪くん　韻焔くんi
　　中原（泉屋）　　　　松之山（志賀蟹）

マラソンで遷位に1なりた　パソコンでお…手紙とか書

い　　　　　　　　　　いてみたい

謬

　高橋爽香ちゃん

　　天承饒（竃）

俸蕎でとび箱やりたい

　佐藤葵美ちゃん

　　天水越（蒜）

蕎楽塞で激をうたいたい

離
縫
繍

　樋0　舞ちゃん

　　湯由（弥えん）

翻語をやってみたい

　皐擬法子ちゃん　　　　村由稔季くん

　　角池（下番遵）　　　　」ヒ州手（森下）

運動会で1等になりだい　お勉強したい

　　高沢遼畢くん

　　　滉：本（釜〉

簾数を勉強したい

｝　　　　　　　　　　　　　｝｝　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　㎜周　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　㎜　　　　　　一｝　　　　　瀞備　　　　一　　㎜｝…｝

　　柳　宏柾くん

　　滉本（柳屋）

体欝で鉄棒をしたい

｝
榊櫛

里創プラン通信／松之由ステージN。」

の「森の学校」〈仮称〉自然科学館

まとまる基本計画（案）

　
地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
取
り
績
ん
で
い
る
「
塁
創
プ
ラ
ン
偏
で
は
、

当
町
は
自
然
科
学
館
（
仮
称
）
を
整
備
す
る
誹
面
が
あ
り
、
現
在
里
創
プ

ラ
ン
推
進
委
員
会
で
計
爾
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
、
こ
の
ほ
ど
そ

の
基
本
誹
爾
（
案
〉
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
園
か
ら
二
鐡
に
わ
た

厚
事
業
の
推
進
状
溌
や
基
本
欝
藪
（
案
）
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
募
委
員
を
加
え

椎
進
体
翻
を
ス
タ
ー
ト

　
轟
町
の
羅
創
プ
ラ
ン
の
推
進
体
翻

は
、
平
成
九
年
慶
の
議
会
議
貫
や
地

域
往
艮
、
霞
然
愛
護
醸
体
の
代
表
、

行
政
職
舞
で
構
成
す
る
「
璽
翻
ブ
ラ

ン
験
討
委
貴
会
恥
を
設
置
し
、
箏
業

内
容
の
検
討
を
簸
ね
て
き
ま
し
た
、

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、
事
業
の

目
薫
と
な
る
懲
然
科
学
館
（
飯
称
）

整
備
の
取
り
綴
み
が
本
格
化
す
る
こ

と
か
ら
婁
賛
の
一
般
公
藤
を
行
い
、

「
懇
翻
プ
ラ
ン
推
進
委
貴
会
』
と
し

て
昨
年
十
二
月
に
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
松
之
山
ス
テ
妻
ジ
は
、
「
森
の
学

校
偏
を
テ
ー
マ
に
露
然
観
察
や
森
づ

く
り
を
通
じ
嬰
慮
の
姿
を
申
心
に
地

域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
美
人
林
周
辺
に
そ
の
拠

点
施
設
と
し
て
自
然
科
学
館
く
仮
称
）

の
建
設
謝
醐
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
隣
接
し
た
須
山
地
区
に
は

平
成
牽
葎
度
か
ら
國
の
補
助
金
を
受

け
て
湿
性
植
物
園
や
林
内
歩
道
な
ど

自
然
観
察
や
体
験
学
習
を
行
う
た
め

の
場
漸
と
し
て
整
備
が
行
わ
れ
て
お

り
、
美
人
林
周
辺
と
須
由
地
鷹
を
璽

創
プ
ラ
ン
の
松
之
蜘
ス
テ
茎
ジ
と
し

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
．

婁
山
の
自
然
の
軸
に

　
　
交
流
の
拠
点
施
設

　
推
進
委
舞
会
は
、
維
奪
牽
二
月
か

ら
、
こ
れ
ま
で
自
然
科
学
館
（
仮
称
）

の
位
灘
づ
け
や
機
能
な
ど
を
審
議
し
、

基
本
欝
爾
（
案
）
を
家
と
め
て
き
ま

し
た
．
会
議
で
は
、
施
設
の
展
承
テ
…

マ
や
交
流
の
視
点
を
ど
こ
に
す
る
な

ど
時
聞
を
か
け
て
検
討
が
量
ね
ら
れ

ま
し
た
。

　
基
本
謙
醸
（
案
）
で
は
、
自
然
科

学
鯨
（
仮
称
）
を
難
難
慮
の
懲
然
幅

を
軸
と
し
て
η
多
襟
な
入
々
の
交
溌

壱
梶
す
拠
点
施
設
臨
と
し
て
位
罎
づ

け
を
行
い
、
ま
た
こ
こ
を
訪
れ
た
地

域
内
外
の
利
爾
麿
に
講
し
て
は
、
①

「
体
験
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
廓
②

「
自
立
的
・
憲
体
的
な
活
動
の
支
援
輪

③
「
外
部
に
陶
け
て
の
情
報
発
儲
恥

の
三
つ
の
役
翻
を
撫
う
施
設
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
．

　
推
進
委
貴
か
ら
は
、
「
施
設
整
描
に

あ
た
っ
て
は
畷
内
に
あ
る
施
設
と
機

能
璽
複
し
な
い
よ
う
に
す
り
禽
わ
せ

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
』
や
「
専

跨
的
な
鑓
識
を
持
っ
た
鞍
と
な
っ
て

ま
と
め
て
く
れ
る
人
を
早
急
は
決
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
偏
な
ど
多
く
の

意
見
が
鐵
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
謝
爾
く
案
）
を
も
と
に

建
設
欝
顧
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
推

進
婁
員
会
で
は
今
後
も
展
承
内
容
や

管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
険
討
を
重

ね
て
い
く
予
定
で
す
．

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
施
設
の
名
称
を

趨
然
科
学
館
（
仮
称
）
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
自
然
科
学
館
「
森
の
学
校
』

（
仮
称
）
と
い
う
驚
え
で
譜
蘭
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

毫
筆
茎
峯
憲
…
蒙
…
筆
…
・
墾
芝
‡
峯
象
、
…
亀
．
婁
、
峯
、
ξ
．
考

建
築
・
展
示
な
ど

　
　
ア
イ
デ
ィ
ア
公
募
へ

　
露
然
科
学
館
竺
森
の
学
校
」
（
仮
称
）

の
建
築
と
展
承
の
驚
え
方
、
利
罵
煮

陶
け
の
活
動
内
容
の
三
点
を
公
醐
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
融
ン
で
実
施
し
た
い
と

羅
翻
プ
ラ
ン
総
合
コ
｝
デ
ィ
ネ
｝
タ

の
北
紺
フ
ラ
ム
氏
か
ら
擬
案
が
あ
り

ま
し
た
．

　
こ
の
施
設
が
全
國
的
に
も
蕗
題
を

集
め
、
噺
新
な
特
魚
を
備
え
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
闘
催
し
た

「
大
地
の
芸
衛
祭
恥
で
澄
揖
を
集
め

て
い
る
こ
と
を
有
効
に
活
期
し
、
広

く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
た
い
と
い

う
考
え
で
す
。
硯
在
ア
イ
デ
ィ
ア
の

墓
集
に
講
け
て
の
事
務
を
進
め
て
お

り
、
五
月
申
旬
畷
ま
で
に
は
嘉
選
鞍

を
決
定
し
た
い
予
建
で
す
。

　
な
お
、
今
籔
ま
と
め
ら
れ
た
基
本

計
爾
（
案
）
と
公
墓
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
し
な
が

ら
、
巖
終
的
な
討
錘
が
つ
く
ら
れ
ま

す
。
・
公
闘
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
遇
称

コ
ン
ペ
）
と
は
、
「
よ
り
良
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
求
め
る
た
め
、
作
ろ
う
と

す
る
も
の
の
鷺
報
を
公
闘
し
、
広
く

一
般
に
提
案
を
琢
る
計
爾
手
法
の
こ

さ
で
す
。

　
次
織
は
、
施
設
の
テ
ー
マ
構
成
な

ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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譲嬢蹴鍵撚欝桑雛。
　　　380名を超菟る大儲ぎわい

塾

コ
i
…
…
…
…
…
…

わが家の人気者

ちさとちゃん登場（2歳）

｝
多
｝
手
｝
圭
…
ー
～
…
…
…
…
§
…
…
」

　　福原浩昭・幸子さん長女

　　　　　　　　小谷く平霞）

　家ではヂチ噌と呼ばれていま

す。好きな食べ物は、アンパンマ

ンの棒のアイス、グラタン、20

矯の箱入りオレンジガム、ナメコ

のみそ汁です。いつもママゴトを

して遊んでいます。

　お兄ちゃんたちがケンカをし

ていると、欝に人差し播をあてて

ギし一」。f静にして、ケンカしな

いで」と伸裁に入ります、

【お母さんから・一謝

　優しく思いやりのある子に

なってほしい。

雪

　
瓢
月
十
黛
よ
黛
｝
欝
聞
、
浦
欄
地

区
に
お
い
て
部
会
の
人
か
ら
難
團

体
験
を
し
て
も
ら
お
う
と
イ
ベ
ン

ト
「
豪
鑓
塾
漏
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
A
ツ
廼
は
闘
囚
灘
い
蚤
地
か
ら
六
十
名

と
沖
縄
県
か
ら
十
二
名
の
参
触
が

あ
り
ま
し
た
．

　
十
旧
は
午
後
獺
時
畷
浦
照
小
学

校
に
お
い
て
参
撫
毒
と
民
泊
俺
と

の
対
藤
践
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
そ
の

あ
と
、
歳
の
神
を
燃
や
し
て
民
泊
難

へ
分
か
れ
ま
し
た
。

　
十
…
揖
は
、
鐙
翻
体
験
と
い
う
こ

と
で
、
騰
根
の
雪
堀
や
夢
作
り
そ
り

で
そ
り
乗
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
牽

一
蒔
か
ら
は
、
賄
黛
か
ら
徹
夜
で
焼

い
た
隼
の
丸
焼
き
を
ご
ち
そ
う
に

浦
田
小
罫
校
侭
膏
館
で
パ
ー

テ
ィ
ー
が
鯛
か
れ
、
地
冗
の
人
た
ち

も
混
じ
り
．
酒
八
十
人
を
超
え
る

人
で
に
憲
わ
い
ま
し
た
、
皆
さ
ん
食

べ
放
題
の
姫
肉
に
大
満
建
で
し
た
。

等
…
…
…
…
…
多
…

き
き
き
も
き
も
き
き
ま
モ
き
モ
ミ
ミ
ミ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
し

30

豪灘

麟1
焼き足りない人は、もう一度炭火で

光野一家も大満足一昼夜かけて焼いた体肉

ま
つ
の
や
ま
文
芸

州

柳

漸
流
の
黄
河
港
へ
届
か
な
い

八
十
億
や
水
が
支
え
る
餌
半
盤
紀

バ
イ
カ
ル
湖
の
出
世
美
談
や
父
永
賦
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
倉
　
（
｝
枚
騰
V
草
村
翼
春

柳
友
作
品
紹
介

新
妻
の
簿
を
闘
く
に
も
首
か
し
げ

半
分
も
残
し
病
人
叱
ら
れ
る

う
れ
し
い
霞
胸
の
水
車
が
ま
わ
辞
出
す

了晒佐
子層藤
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を
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簸
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は
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、
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は
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で
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す
．
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妻
ド
や
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・
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な
ど
が
充
実
し
た

ス
ノ
ー
パ
ー
ク
や
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

箭
に
で
き
た
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
。
リ
フ

ト
に
乗
れ
な
い
子
供
も
楽
し
め
る
サ

ン
キ
ッ
ド
を
設
置
し
た
キ
ン
ダ
…
ガ

デ
ン
、
北
海
き
斜
磯
で
い
つ
で
も
鱈

質
簸
蕩
の
全
コ
ー
ス
も
シ
…
ズ
ン
中

は
、
簿
蒙
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
春
ス
キ
ー
で
は
、
本

格
的
な
翼
冬
の
ス
キ
…
シ
ー
ズ
ン
で

は
味
わ
え
な
い
お
す
す
め
が
あ
り
ま

究　
．
つ
目
は
ガ
イ
ド
の
案
内
で
コ
ー

ス
外
の
霞
然
を
楽
し
む
エ
ク
ス
ト

リ
ー
ム
ス
キ
ー
で
す
．
こ
ち
ら
は
一
、
…

月
†
一
β
か
ら
闘
月
一
黛
ま
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
．

　
二
つ
懲
は
ゴ
…
ル
デ
ン
ウ
イ
茎
ク

に
ゴ
ン
ド
ラ
由
獲
に
オ
ー
プ
ン
す
る

ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
す
、
暖
か
い
春
の

嬢
藻
し
を
浴
び
、
お
い
し
い
窒
気
を

吸
い
な
が
ら
雪
で
楽
し
む
の
は
乙
な

も
の
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
晃
気
な
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

バ
レ
イ
は
、
で
き
る
眼
り
の
サ
ー
ビ

ス
を
電
愈
し
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
．

潔、
　
げ
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“

乙
判

事
業
内
容

　
　
　
　
　
3
／
給
～
4
／
得

皿
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認

～
　
　
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

｝
第
9
園
松
之
出
温
崇

㎜
s
τ
苫
モ
ン
ス
バ
ル

駆
菱
馨
莫
会

▼
期
日
　
3
月
24
臼
（
土
〉

▼
時
間
午
議
8
時
≦
午
後
3
縛

▼
会
場
　
松
之
由
温
泉
ス
キ
ー
場

▼
種
覆
　
大
醸
転

▼
参
藻
資
格
　
①
小
学
盤
A
（
6
年
〉

男
子
・
女
子
　
②
小
学
隻
B
（
4
～

5
葎
）
男
子
・
女
子
門
小
学
3
葎
生

以
下
は
、
斯
履
長
の
推
薦
が
あ
れ
ば

繊
場
で
き
ま
す
。
】
　
③
中
学
猛
（
1

～
3
年
）
男
子
・
女
子

☆
建
員
3
0
0
名
に
な
り
次
第
に
締

　
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限
　
3
月
澱
β
〈
水
V

▼
串
込
・
連
絡
先

　
　
町
公
民
館
　
僧
6
－
2
2
6
5

▼
参
加
料
　
　
　
　
王
、
5
0
0
円

▼
衰
　
彰
　
各
組
薬
王
～
6
位
ま
で

　
☆
中
学
猛
は
、
1
年
隻
を
対
象
に

　
　
新
人
優
秀
賞
を
授
与
す
る
（
男

　
　
女
各
1
名
）

松之山生涯学習だより一一一一一一…一一

りと

ゆ
目
笏

　
　
、
、
ノ

詞：ゆ罎
ゆとりくん

一

第
招
回
松
之
凶
温
泉

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
舗
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な

で
参
撫
し
よ
う
。

▼
期
β
　
3
月
2
5
β
（
銭
）

▼
時
闘
　
午
蔚
1
0
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
聴

▼
会
場
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場

▼
内
容
　
味
の
麗
禽
村
、
ピ
エ
ロ
シ

　
　
　
ョ
ウ
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
ピ
ッ

　
　
　
チ
ン
グ
大
会
、
ジ
ャ
ン
ボ
ラ

　
　
　
事
メ
ン
畢
食
い
大
会
、
も
ち

　
　
　
つ
き
大
会
、
甘
湧
・
豚
汁
無

　
　
　
料
サ
…
ビ
ス
な
ど

今
シ
…
ズ
ン
簸
後
の
ス
キ
ー
大
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
　
3
月
2
5
鷺
（
黛
）

▼
時
間
　
午
餉
8
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
松
之
由
温
泉
ス
キ
…
場

▼
”
樫
目
　
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
撚
事

　
　
　
　
ム
（
2
本
鰯
）

▼
蓑
彰
　
各
総
爽
王
～
3
位
（
小
学

　
　
　
　
癒
は
6
位
ま
で
）

▼
参
煎
料
　
i
、
5
0
0
円

▼
申
込
期
限
　
3
月
珍
鷺
（
月
）
必
蒲

▼
申
込
・
連
絡
先

　
松
之
由
温
泉
ス
ギ
…
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
鶯
6
－
2
5
4
4

　
雪
は
み
ん
な
の
友
達
、
お
も
い
っ

き
り
雲
遊
び
を
楽
し
も
う
！

▼
期
β
　
3
月
31
欝
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
4
月
1
日
（
臼
）

▼
時
閥
　
謙
臼
　
午
後
1
時
闘
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
6
時
繭
夜
祭

　
　
　
　
玉
段
　
午
麟
9
時
鯛
場

▼
会
場
　
中
療
嵩
原
特
設
会
場

▼
内
容
ジ
ャ
ン
ボ
迷
驚
、
ス
ノ
…

　
　
　
モ
ビ
ル
、
大
地
の
芸
術
祭
、

　
　
　
ど
ん
ど
焼
き
、
か
ま
く
ら
遊

　
　
　
び
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
地

▼
参
鋤
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
懸
6
－
3
0
0
3

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

4
月
蔦
磯
（
段
）

午
離
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
2
時

大
厳
轡
轟
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
享
コ
…
ス

▼
種
目

①
小
学
盤
5
年
（
男
予
・
女
子
）

②
小
学
焼
6
年
（
男
子
・
女
子
〉

③
中
学
生
1
年
（
男
子
・
女
子
）

④
中
学
鑑
2
・
3
奪
（
男
子
・
女
子
）

⑤
少
年
（
蕎
校
盤
）
男
子
1
～
3
年

⑥
成
年
男
子

⑦
嵩
校
盤
女
子
・
成
難
女
子

☆
（
2
0
0
王
奪
4
月
2
日
現
荏
の

　
年
齢
・
学
葎
と
す
る
）

☆
学
校
長
の
許
珂
が
あ
る
場
合
は
4

　
奪
飽
も
患
場
鰐
、
こ
の
場
合
は
5

　
鶴
生
の
部
と
す
る
。

▼
串
込
期
限
4
月
6
臼
（
金
）

　
　
　
　
　
正
午
必
着

▼
申
込
・
蓮
絡
先

　
　
町
公
浅
館
　
難
6
－
2
2
6
5

▼
参
加
料
　
三
、
0
0
0
円

▼
襲
彰
　
各
組
共
1
～
3
位
に
ト
ロ

　
　
　
　
フ
ィ
ー
、
ま
た
ー
～
6
位

　
　
　
　
ま
で
賞
状
と
賞
酷

f2

　　　　　　　　　　〆

，ブ

鱒
辮
灘

　
　
　
　
　
縷

第
五
十
一
回

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会

　
こ
月
三
臼
・
四
臼
に
第
五
十
｝
翻
松
之
出
ス
キ
ー
競
技
大
会
が
、
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
場
と
町
跳
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
闇
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
撫
し
た
選
手
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
菖
八
十
三
名
、
ク
q
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
で
二
菖
笈
十
六
名
の
選
手
が
、
臼
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
今
翻
は
ア
ル
ペ
ン
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
が
変
更
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク

コ
ー
ス
の
途
中
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
で
は
選
手
の
父
母
た
ち
が
、
コ
ー
ス
の
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

もうすぐ春です．単成焉年度も町公罠館で

は、多くの町浅の皆様から餓軽に猛涯学翌に

取り組んでいただこうと、楽しい教塞・講廃

をたくさん鶏【慧しました、

　
願
難

難

蘇
よしま

榊
ナ

ま

難
猷…よ

種簾

　
｝

ひ
　
㎜

、
　
　
　
　
　
肋

これまでの自然体璃

歴吏や工作、パソニ

内容をより充実

生括にうるおいを持》

う（65歳までの方〉

楽しく人生を送り

く65歳以上の方）

楽しい活動の場を広

う（女牲〉

由野草を楽しく生毛

う（一般〉

朗読による表現を多

しょう（子ども～コ

さわやかに済をか濠

う（子ども～大人）

土練りから自分の磨

上げてみましょう

初心麿の方を対象

撫常英会話を学び

楽しくダンス、心

とときを（一般〉

チャレンジ

湯鳥っ子クラブ

成人実常講慶

湯鳥大学

女性ネットワーク

生け花教塞

朗読教室

工アロビクス教室

晦芸教窒

英会話教室

被交ダンス

凶
ク
臼
ス
カ
ン
ト
》
韮
｝

▼
小
学
男
子
A
ハ
6
銀
生
）

①
大
平
翔
（
津
南
J
R
C
）
②
佐
藤

優
貴
（
牧
小
）
③
内
朗
一
成
（
関
銅睡

小
）
④
村
山
昭
文
（
津
南
J
R
C
）

⑤
金
井
大
瀦
（
牧
小
）
⑥
滋
牽
嵐
太

博
（
松
代
小
〉
▼
小
学
男
子
B
（
5

隼
生
以
下
）
①
小
山
内
優
太
（
関
山

小
）
②
規
上
遼
平
（
関
山
小
V
③
志

賀
越
（
松
之
由
小
）
④
小
林
…
成

（
康
還
小
）
⑤
窟
下
秘
成
（
関
由
小
）

⑥
滝
沢
勇
樹
（
外
丸
s
c
）
▼
小
学

女
子
A
（
6
隼
生
）
①
嵩
橋
望
（
津

南
J
R
C
）
②
丸
山
奈
々
子
（
外
丸

S
C
）
③
蕎
波
希
美
（
松
之
山
小
）

④
佐
藤
翠
（
浦
闘
小
）
⑤
設
楽
裕
子

（
松
之
山
小
〉
⑥
閏
部
梨
沙
（
津
繭

J
R
C
）
▼
小
学
女
亭
8
（
5
奪
以

下
）
①
藤
ノ
木
美
代
子
く
津
南
J
R

C
）
②
笹
擬
恵
理
（
鯛
山
小
）
③
内

磁
咲
姫
〈
関
出
小
）
④
羅
島
真
実

（
漂
通
小
）
⑤
本
山
蒼
葵
（
浦
鐡
小
）

⑥
竹
内
実
咲
（
浦
繊
小
）
▼
中
学
男

子
①
著
舞
一
樹
（
津
南
J
R
C
）
②

志
賀
亮
太
（
津
南
J
R
c
）
③
鈴
木

啓
一
（
松
代
中
）
④
麻
績
洗
丑
那

（
津
南
J
R
C
）
⑤
窩
澤
智
洋
（
松

代
中
）
⑥
大
平
鵬
（
津
南
J
R
C
〉

▼
中
掌
女
子
①
丸
海
彩
子
（
津
南
J

R
C
〉
②
志
賀
理
恵
子
（
津
南
J
R

C
〉
③
小
林
美
久
（
津
南
J
R
C
）

④
小
嶋
ち
え
み
（
松
代
中
）
⑤
獲
黒

祐
子
（
松
代
中
）
⑥
著
月
ゆ
か
り

（
松
代
中
）

写
レ
↓

▼
小
学
男
子
①
津
南
J
R
C
A
②
関

山
小
A
③
牧
小
A
④
松
之
山
小
A
⑤

津
南
J
R
C
B
⑥
安
嫁
小
A
▼
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

女
箏
①
津
南
J
R
C
A
②
浦
磁
小
③

津
南
J
R
C
B
④
松
之
蜘
小
A
⑤
関

山
小
A
⑥
外
丸
S
C
▼
中
学
男
子
①

津
南
J
R
C
B
②
津
繭
J
R
C
A
③

松
代
中
④
中
郷
中
⑤
安
、
塚
中
⑥
栄
中

ク
ロ
ス
▼
中
学
女
子
①
津
南
J
R
C

B
②
松
代
中
③
津
南
J
R
C
A
④
栄

中
ク
滋
ス
⑤
安
塚
中

【
大
園
転
｝

▼
小
学
男
子
A
（
6
隼
生
〉
①
商
橋

範
行
（
松
墨
J
S
ε
②
小
林
黎

（
舞
子
商
漂
」
）
③
吉
鑓
輿
（
薙
津

小
）
④
笹
瑠
英
政
（
関
繊
小
V
⑤
藤

木
咲
万
く
グ
リ
；
ン
ピ
ア
S
C
）
⑥

岡
本
翻
く
関
山
小
）
▼
小
挙
男
子
8

（
5
隼
生
以
下
）
①
桜
聾
将
大
く
草

津
小
）
②
由
晦
龍
幸
（
宋
広
J
S
C
）

③
内
灘
恭
鰻
（
関
由
小
）
④
編
原
悠

貴
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
C
）
⑤
布
施
峰

（
麗
山
小
）
⑥
石
沢
大
池
（
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
S
C
）
▼
小
学
女
子
A
（
6

鋒
生
）
①
藤
ノ
木
番
澄
（
津
南
J
R

C
）
②
翻
鑓
祥
恵
（
葦
津
小
）
③
鈴

木
彩
〈
松
代
小
）
④
水
籔
愛
美
（
商

繊
A
J
）
⑤
佐
藤
麻
美
（
松
羅
J
S

C
）
⑥
篠
原
美
可
子
（
津
南
J
R
C
）

▼
小
掌
女
子
9
（
5
隼
生
以
下
〉
①

轟
橋
簸
撃
（
松
墾
J
S
C
）
②
粟
岩

春
奈
（
醐
山
小
〉
③
蒼
沢
睦
（
津
爾

J
R
C
）
④
内
撫
理
穂
（
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
S
C
）
⑤
篤
橋
幸
子
（
松
盤
J

S
C
）
⑥
相
沢
鍵
奈
（
松
代
小
〉
▼

中
学
舅
子
①
桑
原
玄
規
（
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
S
C
〉
②
藤
木
直
人
く
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
S
C
）
③
藤
ノ
木
大
祐
（
津

南
J
R
C
）
④
内
由
元
気
（
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
S
C
）
⑤
平
沢
轟
惚
⑥
村
山

貴
宏
（
松
之
山
申
）
▼
中
学
女
子
①

樋
欝
知
香
子
（
松
之
由
中
〉
②
闘
辺

磐
絵
ハ
松
之
由
中
）
③
柳
奈
緒
子

（
松
代
中
）
④
笹
野
絵
璽
奈
（
城
北

中
）
⑤
佐
藤
智
穂
（
松
之
由
串
）
⑥

鈴
木
静
（
松
代
中
）
▼
高
校
男
峯
①

神
沢
成
栄
（
商
覆
A
J
）
②
小
潟
雄

一
（
長
岡
蕎
）
▼
高
校
成
隼
女
子
①

窪
霞
麻
子
（
鹿
島
建
設
ス
キ
ー
部
）

②
石
繭
麻
衣
（
鹿
鶏
建
設
ス
キ
…
部
〉

③
松
繕
弘
子
（
鹿
島
建
設
ス
キ
ー
部
）

▼
成
隼
男
子
璽
①
吉
楽
雄
絵
（
漸
大

S
C
V
②
深
由
大
輝
ハ
ラ
ク
ー
ン
ド
ツ

ク
R
T
）
③
寓
山
英
樹
（
新
大
S
C
V

▼
成
年
男
子
2
①
寓
永
和
蜜
〈
松
之

山
商
〉
②
小
林
誠
酬
（
新
大
S
C
）

③
深
山
隆
…
（
ラ
ク
ー
ン
ド
ッ
ク
R

T
〉
▼
成
葬
男
子
3
①
驚
聾
縫
雄
（
新

潟
S
K
）
②
樋
爲
修
平
（
三
粂
S
C
）

③
石
井
博
ハ
中
野
市
）
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“

乙
判

事
業
内
容

　
　
　
　
　
3
／
給
～
4
／
得

皿
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認

～
　
　
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

｝
第
9
園
松
之
出
温
崇

㎜
s
τ
苫
モ
ン
ス
バ
ル

駆
菱
馨
莫
会

▼
期
日
　
3
月
24
臼
（
土
〉

▼
時
間
午
議
8
時
≦
午
後
3
縛

▼
会
場
　
松
之
由
温
泉
ス
キ
ー
場

▼
種
覆
　
大
醸
転

▼
参
藻
資
格
　
①
小
学
盤
A
（
6
年
〉

男
子
・
女
子
　
②
小
学
隻
B
（
4
～

5
葎
）
男
子
・
女
子
門
小
学
3
葎
生

以
下
は
、
斯
履
長
の
推
薦
が
あ
れ
ば

繊
場
で
き
ま
す
。
】
　
③
中
学
猛
（
1

～
3
年
）
男
子
・
女
子

☆
建
員
3
0
0
名
に
な
り
次
第
に
締

　
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限
　
3
月
澱
β
〈
水
V

▼
串
込
・
連
絡
先

　
　
町
公
民
館
　
僧
6
－
2
2
6
5

▼
参
加
料
　
　
　
　
王
、
5
0
0
円

▼
衰
　
彰
　
各
組
薬
王
～
6
位
ま
で

　
☆
中
学
猛
は
、
1
年
隻
を
対
象
に

　
　
新
人
優
秀
賞
を
授
与
す
る
（
男

　
　
女
各
1
名
）

松之山生涯学習だより一一一一一一…一一

りと

ゆ
目
笏

　
　
、
、
ノ

詞：ゆ罎
ゆとりくん

一

第
招
回
松
之
凶
温
泉

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
舗
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な

で
参
撫
し
よ
う
。

▼
期
β
　
3
月
2
5
β
（
銭
）

▼
時
闘
　
午
蔚
1
0
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
聴

▼
会
場
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場

▼
内
容
　
味
の
麗
禽
村
、
ピ
エ
ロ
シ

　
　
　
ョ
ウ
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
ピ
ッ

　
　
　
チ
ン
グ
大
会
、
ジ
ャ
ン
ボ
ラ

　
　
　
事
メ
ン
畢
食
い
大
会
、
も
ち

　
　
　
つ
き
大
会
、
甘
湧
・
豚
汁
無

　
　
　
料
サ
…
ビ
ス
な
ど

今
シ
…
ズ
ン
簸
後
の
ス
キ
ー
大
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
　
3
月
2
5
鷺
（
黛
）

▼
時
間
　
午
餉
8
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
松
之
由
温
泉
ス
キ
…
場

▼
”
樫
目
　
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
撚
事

　
　
　
　
ム
（
2
本
鰯
）

▼
蓑
彰
　
各
総
爽
王
～
3
位
（
小
学

　
　
　
　
癒
は
6
位
ま
で
）

▼
参
煎
料
　
i
、
5
0
0
円

▼
申
込
期
限
　
3
月
珍
鷺
（
月
）
必
蒲

▼
申
込
・
連
絡
先

　
松
之
由
温
泉
ス
ギ
…
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
鶯
6
－
2
5
4
4

　
雪
は
み
ん
な
の
友
達
、
お
も
い
っ

き
り
雲
遊
び
を
楽
し
も
う
！

▼
期
β
　
3
月
31
欝
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
4
月
1
日
（
臼
）

▼
時
閥
　
謙
臼
　
午
後
1
時
闘
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
6
時
繭
夜
祭

　
　
　
　
玉
段
　
午
麟
9
時
鯛
場

▼
会
場
　
中
療
嵩
原
特
設
会
場

▼
内
容
ジ
ャ
ン
ボ
迷
驚
、
ス
ノ
…

　
　
　
モ
ビ
ル
、
大
地
の
芸
術
祭
、

　
　
　
ど
ん
ど
焼
き
、
か
ま
く
ら
遊

　
　
　
び
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
地

▼
参
鋤
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
懸
6
－
3
0
0
3

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

4
月
蔦
磯
（
段
）

午
離
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
2
時

大
厳
轡
轟
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
享
コ
…
ス

▼
種
目

①
小
学
盤
5
年
（
男
予
・
女
子
）

②
小
学
焼
6
年
（
男
子
・
女
子
〉

③
中
学
生
1
年
（
男
子
・
女
子
）

④
中
学
鑑
2
・
3
奪
（
男
子
・
女
子
）

⑤
少
年
（
蕎
校
盤
）
男
子
1
～
3
年

⑥
成
年
男
子

⑦
嵩
校
盤
女
子
・
成
難
女
子

☆
（
2
0
0
王
奪
4
月
2
日
現
荏
の

　
年
齢
・
学
葎
と
す
る
）

☆
学
校
長
の
許
珂
が
あ
る
場
合
は
4

　
奪
飽
も
患
場
鰐
、
こ
の
場
合
は
5

　
鶴
生
の
部
と
す
る
。

▼
串
込
期
限
4
月
6
臼
（
金
）

　
　
　
　
　
正
午
必
着

▼
申
込
・
蓮
絡
先

　
　
町
公
浅
館
　
難
6
－
2
2
6
5

▼
参
加
料
　
三
、
0
0
0
円

▼
襲
彰
　
各
組
共
1
～
3
位
に
ト
ロ

　
　
　
　
フ
ィ
ー
、
ま
た
ー
～
6
位

　
　
　
　
ま
で
賞
状
と
賞
酷
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，ブ

鱒
辮
灘

　
　
　
　
　
縷

第
五
十
一
回

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会

　
こ
月
三
臼
・
四
臼
に
第
五
十
｝
翻
松
之
出
ス
キ
ー
競
技
大
会
が
、
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
場
と
町
跳
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
闇
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
撫
し
た
選
手
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
菖
八
十
三
名
、
ク
q
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
で
二
菖
笈
十
六
名
の
選
手
が
、
臼
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
今
翻
は
ア
ル
ペ
ン
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
が
変
更
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク

コ
ー
ス
の
途
中
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
で
は
選
手
の
父
母
た
ち
が
、
コ
ー
ス
の
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

もうすぐ春です．単成焉年度も町公罠館で

は、多くの町浅の皆様から餓軽に猛涯学翌に

取り組んでいただこうと、楽しい教塞・講廃

をたくさん鶏【慧しました、

　
願
難

難

蘇
よしま

榊
ナ

ま

難
猷…よ

種簾

　
｝

ひ
　
㎜

、
　
　
　
　
　
肋

これまでの自然体璃

歴吏や工作、パソニ

内容をより充実

生括にうるおいを持》

う（65歳までの方〉

楽しく人生を送り

く65歳以上の方）

楽しい活動の場を広

う（女牲〉

由野草を楽しく生毛

う（一般〉

朗読による表現を多

しょう（子ども～コ

さわやかに済をか濠

う（子ども～大人）

土練りから自分の磨

上げてみましょう

初心麿の方を対象

撫常英会話を学び

楽しくダンス、心

とときを（一般〉

チャレンジ

湯鳥っ子クラブ

成人実常講慶

湯鳥大学

女性ネットワーク

生け花教塞

朗読教室

工アロビクス教室

晦芸教窒

英会話教室

被交ダンス

凶
ク
臼
ス
カ
ン
ト
》
韮
｝

▼
小
学
男
子
A
ハ
6
銀
生
）

①
大
平
翔
（
津
南
J
R
C
）
②
佐
藤

優
貴
（
牧
小
）
③
内
朗
一
成
（
関
銅睡

小
）
④
村
山
昭
文
（
津
南
J
R
C
）

⑤
金
井
大
瀦
（
牧
小
）
⑥
滋
牽
嵐
太

博
（
松
代
小
〉
▼
小
学
男
子
B
（
5

隼
生
以
下
）
①
小
山
内
優
太
（
関
山

小
）
②
規
上
遼
平
（
関
山
小
V
③
志

賀
越
（
松
之
由
小
）
④
小
林
…
成

（
康
還
小
）
⑤
窟
下
秘
成
（
関
由
小
）

⑥
滝
沢
勇
樹
（
外
丸
s
c
）
▼
小
学

女
子
A
（
6
隼
生
）
①
嵩
橋
望
（
津

南
J
R
C
）
②
丸
山
奈
々
子
（
外
丸

S
C
）
③
蕎
波
希
美
（
松
之
山
小
）

④
佐
藤
翠
（
浦
闘
小
）
⑤
設
楽
裕
子

（
松
之
山
小
〉
⑥
閏
部
梨
沙
（
津
繭

J
R
C
）
▼
小
学
女
亭
8
（
5
奪
以

下
）
①
藤
ノ
木
美
代
子
く
津
南
J
R

C
）
②
笹
擬
恵
理
（
鯛
山
小
）
③
内

磁
咲
姫
〈
関
出
小
）
④
羅
島
真
実

（
漂
通
小
）
⑤
本
山
蒼
葵
（
浦
鐡
小
）

⑥
竹
内
実
咲
（
浦
繊
小
）
▼
中
学
男

子
①
著
舞
一
樹
（
津
南
J
R
C
）
②

志
賀
亮
太
（
津
南
J
R
c
）
③
鈴
木

啓
一
（
松
代
中
）
④
麻
績
洗
丑
那

（
津
南
J
R
C
）
⑤
窩
澤
智
洋
（
松

代
中
）
⑥
大
平
鵬
（
津
南
J
R
C
〉

▼
中
掌
女
子
①
丸
海
彩
子
（
津
南
J

R
C
〉
②
志
賀
理
恵
子
（
津
南
J
R

C
〉
③
小
林
美
久
（
津
南
J
R
C
）

④
小
嶋
ち
え
み
（
松
代
中
）
⑤
獲
黒

祐
子
（
松
代
中
）
⑥
著
月
ゆ
か
り

（
松
代
中
）

写
レ
↓

▼
小
学
男
子
①
津
南
J
R
C
A
②
関

山
小
A
③
牧
小
A
④
松
之
山
小
A
⑤

津
南
J
R
C
B
⑥
安
嫁
小
A
▼
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

女
箏
①
津
南
J
R
C
A
②
浦
磁
小
③

津
南
J
R
C
B
④
松
之
蜘
小
A
⑤
関

山
小
A
⑥
外
丸
S
C
▼
中
学
男
子
①

津
南
J
R
C
B
②
津
繭
J
R
C
A
③

松
代
中
④
中
郷
中
⑤
安
、
塚
中
⑥
栄
中

ク
ロ
ス
▼
中
学
女
子
①
津
南
J
R
C

B
②
松
代
中
③
津
南
J
R
C
A
④
栄

中
ク
滋
ス
⑤
安
塚
中

【
大
園
転
｝

▼
小
学
男
子
A
（
6
隼
生
〉
①
商
橋

範
行
（
松
墨
J
S
ε
②
小
林
黎

（
舞
子
商
漂
」
）
③
吉
鑓
輿
（
薙
津

小
）
④
笹
瑠
英
政
（
関
繊
小
V
⑤
藤

木
咲
万
く
グ
リ
；
ン
ピ
ア
S
C
）
⑥

岡
本
翻
く
関
山
小
）
▼
小
挙
男
子
8

（
5
隼
生
以
下
）
①
桜
聾
将
大
く
草

津
小
）
②
由
晦
龍
幸
（
宋
広
J
S
C
）

③
内
灘
恭
鰻
（
関
由
小
）
④
編
原
悠

貴
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
C
）
⑤
布
施
峰

（
麗
山
小
）
⑥
石
沢
大
池
（
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
S
C
）
▼
小
学
女
子
A
（
6

鋒
生
）
①
藤
ノ
木
番
澄
（
津
南
J
R

C
）
②
翻
鑓
祥
恵
（
葦
津
小
）
③
鈴

木
彩
〈
松
代
小
）
④
水
籔
愛
美
（
商

繊
A
J
）
⑤
佐
藤
麻
美
（
松
羅
J
S

C
）
⑥
篠
原
美
可
子
（
津
南
J
R
C
）

▼
小
掌
女
子
9
（
5
隼
生
以
下
〉
①

轟
橋
簸
撃
（
松
墾
J
S
C
）
②
粟
岩

春
奈
（
醐
山
小
〉
③
蒼
沢
睦
（
津
爾

J
R
C
）
④
内
撫
理
穂
（
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
S
C
）
⑤
篤
橋
幸
子
（
松
盤
J

S
C
）
⑥
相
沢
鍵
奈
（
松
代
小
〉
▼

中
学
舅
子
①
桑
原
玄
規
（
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
S
C
〉
②
藤
木
直
人
く
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
S
C
）
③
藤
ノ
木
大
祐
（
津

南
J
R
C
）
④
内
由
元
気
（
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
S
C
）
⑤
平
沢
轟
惚
⑥
村
山

貴
宏
（
松
之
山
申
）
▼
中
学
女
子
①

樋
欝
知
香
子
（
松
之
由
中
〉
②
闘
辺

磐
絵
ハ
松
之
由
中
）
③
柳
奈
緒
子

（
松
代
中
）
④
笹
野
絵
璽
奈
（
城
北

中
）
⑤
佐
藤
智
穂
（
松
之
由
串
）
⑥

鈴
木
静
（
松
代
中
）
▼
高
校
男
峯
①

神
沢
成
栄
（
商
覆
A
J
）
②
小
潟
雄

一
（
長
岡
蕎
）
▼
高
校
成
隼
女
子
①

窪
霞
麻
子
（
鹿
島
建
設
ス
キ
ー
部
）

②
石
繭
麻
衣
（
鹿
鶏
建
設
ス
キ
…
部
〉

③
松
繕
弘
子
（
鹿
島
建
設
ス
キ
ー
部
）

▼
成
隼
男
子
璽
①
吉
楽
雄
絵
（
漸
大

S
C
V
②
深
由
大
輝
ハ
ラ
ク
ー
ン
ド
ツ

ク
R
T
）
③
寓
山
英
樹
（
新
大
S
C
V

▼
成
年
男
子
2
①
寓
永
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薮
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
（
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
）
が
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。

　
新
潟
漿
で
は
瓢
庶
紀
を
逓
え
、

　
「
新
潟
緑
の
薄
年
物
認
幅
県
民
運
動

の
ス
タ
ー
ト
を
撫
げ
る
「
新
潟
挙
宙

の
蕨
漏
を
醐
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、

　
王
拷
弩
で
概
鰯
を
紹
介
い
た
し
ま

し
た
が
、
町
で
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

参
癩
春
を
琢
築
し
て
い
ま
す
。

　
漏
繕
は
、
黛
波
春
夫
さ
ん
と
林
家

こ
ん
畢
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
夢

と
希
望
を
乗
せ
寧
憲
へ
の
旅
立
ち
と

な
り
ま
す
．

　
多
く
の
方
か
ら
搭
乗
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
．
搭
乗
鯖
繋
奢
に

は
、
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
藻
し
上
げ
ま

す
．
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交通災害共済は

県内1蓑市町村で運営

する助け合いの翻度です

交通災害共済とは

　会賛が交通箏鮫により死蕩し

た場合に、地方自冶体として救済

対策を購じることを目的とした、

県民綴互救済の翻度です。

隼会費はわずか500円

　どなたでも叛入O　K

　　簡単お串し込み

見舞金の講霰期問は

　交通災警を受けた9から起算

して療則として1年以内です．王

年を経遍した場合は講求できま

せんのでご漉意ください。

見舞金額

　3万ドi（実治療7揖以、、ヒ）～

　最蕩駕0万湾（死亡）

お問い合わせ

　町役場総務諜行政係

　費6－3i3ま

と
き
　
4
月
2
9
嬢
（
旦

　
詳
し
く
は
、
町
建
設
企
叢
繰

　
　
　
　
　
み
ど
り
の
揖
担
ー
ま
で

　
　
　
　
　
　
僧
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…
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エ
ア
ロ
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ス
教
室
で

い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

期
田

会講時場
費簿間漸

4
翔
4
厳
（
水
）
方
ら

　
毎
週
水
曜
欝

潜
然
休
養
耕
セ
ン
タ
…

午
後
8
時
か
ら
i
縛
聞
聯
位

大
鷺
悦
子
先
盤

澱
1
、
0
0
0
四

お
問
い
含
わ
せ

　
小
野
塚
光
枝
（
松
之
由
）

　
　
　
　
　
　
難
6
－
2
玉
5
9

｝
｛
多
…
…
量
r
曇
峯
呈
多
季
■
奪
呈
｝
毫
｝
星
｝
峯
多
…
奮
き
艮

自
動
車
税
の
一
部
が

、

平
成
欝
年
度
分
か
ら

変
更
に
な
り
ま
す

積
雪
軽
減
制
度
の
改
疋

　
松
之
山
簿
に
建
置
場
を
霧
す
る
縄

動
箪
（
軽
自
動
蘇
を
除
く
）
は
、
積

糠
の
た
め
2
ヶ
月
を
超
え
る
期
闘
運

行
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
、
律
婚
　
の
軽
減
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
捻
館
度
は
7
二
わ

驚
軽
滅
、
単
成
1
4
年
度
は
3
・
7
5

％
軽
滅
と
な
り
平
成
欝
葎
度
か
ら
は

軽
減
措
置
が
な
く
な
り
ま
す
．

　
瑚
実
に
穣
雪
の
た
め
王
ヶ
月
を
超

え
る
期
間
運
行
で
き
な
い
目
動
灘
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
県
財
務
讐
務
所

に
縄
け
轟
を
穏
っ
て
く
だ
さ
い
．

お
問
い
奮
わ
せ

　
縣
濠
県
税
務
諜
顧
動
鋒
税
係

　
費
0
2
5
－
2
8
0
－
5
0
5
王

　
又
は
簸
審
り
の
財
務
藝
務
勝
家
で

颪調劉

慰燃

　
撫
液
が
不
建
し
て
い
ま
す
．
み
な

さ
ん
の
健
簾
な
撫
液
を
愛
の
献
撫
に

よ
り
お
顯
い
し
ま
す
．

霞
程
3
月
2
3
雛
（
傘

会
場
　
松
之
山
町
役
場

時
問
　
午
繭
9
隣
30
分
～
捻
階

　
　
　
午
後
王
時
～
3
時
3
0
分

今
園
は
全
甑
献
搬
の
み
で
す
。
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休β診療のお知らせ
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9－25玉O　i浦絹療村
　　　　　　　ま

幡＿τ　　　　　　　・牧村

33－50451　　　　　　．ふ “［講翻劇劇　
園
幾
簿
金
に
は
、
将
来
の
一
建
期

閥
の
保
験
料
を
鹸
も
っ
て
納
め
る
こ

と
の
で
き
る
黛
削
納
舗
度
縣
が
あ
り

ま
す
．

　
縁
月
保
険
料
を
納
め
に
い
く
の
が

瀬
倒
な
方
、
っ
い
う
っ
か
り
納
め
忘

れ
て
し
ま
う
方
な
ど
は
、
ぜ
ひ
、
「
醜

納
鰯
度
漏
を
ご
釈
胴
く
だ
さ
い
、

　
保
険
料
を
箭
納
す
る
と
、
年
4
霧

の
翻
劉
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
麟
納
を
蕃
鰹
す
る
人
は
、

霊
搬
当
窓
嶽
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

↓
ー
ー
ー
婦
ー
…
ー
…
講
ー
ー
ー
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
｝

　
　
　
　
㎜

彗

㎜　　
．
碑
艦

撃浦撫療診療穫
↓

，牧村診療漸

レ7榊2！撃代町

！2．｝3製安堕

1肚2麟塗之醐

　　　　　　隷4薄’簸面瞑置松代病院“

．饗璽箆塑璽
　　　　　　を．塑5照〉盤由診魎．

☆緊急に備えて、次のとおり各施設に休撫当番隊（藪舗〉

　が待機していますが、受診される場合は、必ず電謡に

　て連絡を取ってからお患かけください。
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3月20β（火〉
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藝

あなたの声をお聞かせください〃

大地の芸術祭・地域検討会議の

　　　　　　　　メンバーを募集

響
羅
嚢
．
蕃
霧

　ヂ大地の1芸術祭達の推進母侭である十β町地域ニューにいがた鰻麟ブラン推

進協議会（会長1本溝欣二郎十揖驚市長〉では、第2囲大地の芸衛祭の企醐を

まとめるにあたって、地域の皆さんの声を灘接ギ大地の装構祭誰に活かしてい

くためにヂ大地の芸衛祭・地域鹸討会議」のメンバーを広く幕集します．

　設置期闘と会議

　　設麗期問　3月下旬から5月末まで

　　会議曝数　3～4籔の予建

　募隻期限　　3鍔末黛まで

騨甲下ρ

b爵

ノ講，，警

建轟

限期
飽
集
の
募
そ

欝1
＆▲＿＿＿〆一

畿
葎

賜鯉軌負な灘響催しま　　　のた　簾費
総欝韓璽ノ　＾＾　翰　　　　　　　　地域検討会議発会式

　　認脇．，．ミ　　　3月ウ2総（木〉午後塒一知スiO鰯講灘
瀬．雛饗礁発勤ね一地域険討会　　発会式　お一
　　、御　　　　　　　　　　　　　ただき、メノバーに慈募いただくこともできます。

類難灘臨響欝號
礁縫難灘松之転　振興諜一6－
1　　　　　　　仰で艦薇》搾シン漸

欝凝灘嚇購凝灘幾講醗瀟雛一1樫樵一1漁葦一・灘謡灘・φ一一一嚇勤薩

竹
内
清
司
さ
ん

　
　
　
　
湯
之
島

宝
物
の
利
用
を

（
蜂
）

　
松
之
山
驚
の
縫
業
人
撒
を
増
糠

す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
町
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
購
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
、
湯
之
島
集
落

の
番
屡
地
鷹
に
は
天
然
ガ
ス
も
多

く
出
る
し
、
地
下
七
薦
五
牽
慧
か

ら
難
十
瞬
度
の
濾
泉
も
出
る
の
で

す
。
昭
勲
黛
一
十
霞
～
　
一
牽
穴
年
に
一
兀

帝
麗
鷲
濾
に
て
井
獅
を
掘
っ
た
相

沢
誠
一
さ
ん
と
い
う
入
紅
会
っ
て

議
を
闇
き
ま
し
た
．

　
そ
の
相
沢
さ
ん
は
、
今
、
新
潟
辮

に
往
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
「
俺
が

実
際
に
掘
っ
た
ん
だ
か
ら
間
違
い

な
い
ん
だ
。
恥
と
力
読
し
て
く
れ
て

「
町
は
釘
を
し
て
い
る
ん
だ
。
楠
と

黛
，
っ
て
い
ま
し
た
。
潟
泉
は
一
雛
千

立
方
綴
も
地
下
か
ら
出
る
、
そ
の

温
泉
を
眠
ら
せ
て
お
く
こ
と
は
な

い
。
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
．

　
ガ
ス
も
灘
時
の
癒
潟
衛
で
使
え

る
量
が
出
る
。
こ
ん
な
宝
物
を
農
業

に
釈
用
し
な
い
で
い
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
、
今
ま
で
や
り
た
く

て
も
で
き
な
か
っ
た
冬
期
閥
の
農

叢
も
夢
で
は
な
い
の
で
す
、
キ
ノ
コ

類
、
花
、
野
菜
、
山
菜
等
の
栽
賠
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
地
下
資
源

を
測
粥
す
れ
ば
都
会
に
出
て
い
る

著
奢
も
U
タ
ー
ン
し
て
く
れ
る
人

も
必
ず
出
て
く
る
と
思
い
豪
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
松
之
山
町
の
人
撒

も
堰
繍
し
、
、
霜
い
人
た
ち
も
多
く
な

り
、
時
も
栄
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ガ
ス
と
濫
泉
熱
資
源
測
用
実
理
に

両
け
て
賛
成
し
て
く
れ
る
人
が
一

人
で
も
多
く
出
て
く
れ
ま
す
こ
と

を
切
に
望
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
親
撫
の
松
之
山
綴
験

を
中
心
と
す
る
観
光
農
業
も
栄
え
、

稲
作
農
業
も
栄
え
て
、
こ
の
う
え
な

い
時
の
発
展
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
、
佐
藤
鰐
畏
さ
ん
を
娩
め
、
町

講
会
、
役
場
嶺
局
の
強
力
な
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
松
之
由
町
の
発
展
と
観
光
農
業

に
燃
え
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
次
は
、
中
漂
の
小
見
籠
雄
さ
ん
に

お
渡
し
し
ま
す
。
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交通災害共済は

県内1蓑市町村で運営

する助け合いの翻度です
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｝
毫
｝
星
｝
峯
多
…
奮
き
艮

自
動
車
税
の
一
部
が

、

平
成
欝
年
度
分
か
ら

変
更
に
な
り
ま
す

積
雪
軽
減
制
度
の
改
疋

　
松
之
山
簿
に
建
置
場
を
霧
す
る
縄

動
箪
（
軽
自
動
蘇
を
除
く
）
は
、
積

糠
の
た
め
2
ヶ
月
を
超
え
る
期
闘
運

行
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
、
律
婚
　
の
軽
減
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
捻
館
度
は
7
二
わ

驚
軽
滅
、
単
成
1
4
年
度
は
3
・
7
5

％
軽
滅
と
な
り
平
成
欝
葎
度
か
ら
は

軽
減
措
置
が
な
く
な
り
ま
す
．

　
瑚
実
に
穣
雪
の
た
め
王
ヶ
月
を
超

え
る
期
間
運
行
で
き
な
い
目
動
灘
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
県
財
務
讐
務
所

に
縄
け
轟
を
穏
っ
て
く
だ
さ
い
．

お
問
い
奮
わ
せ

　
縣
濠
県
税
務
諜
顧
動
鋒
税
係

　
費
0
2
5
－
2
8
0
－
5
0
5
王

　
又
は
簸
審
り
の
財
務
藝
務
勝
家
で

颪調劉

慰燃

　
撫
液
が
不
建
し
て
い
ま
す
．
み
な

さ
ん
の
健
簾
な
撫
液
を
愛
の
献
撫
に

よ
り
お
顯
い
し
ま
す
．

霞
程
3
月
2
3
雛
（
傘

会
場
　
松
之
山
町
役
場

時
問
　
午
繭
9
隣
30
分
～
捻
階

　
　
　
午
後
王
時
～
3
時
3
0
分

今
園
は
全
甑
献
搬
の
み
で
す
。

饗
、
｝
亨
｛
、
｛
、
｝
事

｝
重
き
事
悸
｛
｝
窪
多
チ
…
‡
雫
圭
，
等
重
，
筆
…
き
…
｝
芋
…
多
筆
重
，
…
．
…
き
…
ミ
…
き
｛
…
…
呈
．
墨
；
｛
…
…
…
…

休β診療のお知らせ

一藷課欝二1ヨ難霧謂
　　　　　　綾　・・　甲・　イ　・　　摩一一一一構
　　爲繕㈲i大ま腿院　　17－20掛松代町i
　　　　　　　陸．｝　＿手　＿＿弔　　．1

～
　　　　　　　奪
9－25玉O　i浦絹療村
　　　　　　　ま

幡＿τ　　　　　　　・牧村

33－50451　　　　　　．ふ “［講翻劇劇　
園
幾
簿
金
に
は
、
将
来
の
一
建
期

閥
の
保
験
料
を
鹸
も
っ
て
納
め
る
こ

と
の
で
き
る
黛
削
納
舗
度
縣
が
あ
り

ま
す
．

　
縁
月
保
険
料
を
納
め
に
い
く
の
が

瀬
倒
な
方
、
っ
い
う
っ
か
り
納
め
忘

れ
て
し
ま
う
方
な
ど
は
、
ぜ
ひ
、
「
醜

納
鰯
度
漏
を
ご
釈
胴
く
だ
さ
い
、

　
保
険
料
を
箭
納
す
る
と
、
年
4
霧

の
翻
劉
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
麟
納
を
蕃
鰹
す
る
人
は
、

霊
搬
当
窓
嶽
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

↓
ー
ー
ー
婦
ー
…
ー
…
講
ー
ー
ー
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
｝

　
　
　
　
㎜

彗

㎜　　
．
碑
艦

撃浦撫療診療穫
↓

，牧村診療漸

レ7榊2！撃代町

！2．｝3製安堕

1肚2麟塗之醐

　　　　　　隷4薄’簸面瞑置松代病院“

．饗璽箆塑璽
　　　　　　を．塑5照〉盤由診魎．

☆緊急に備えて、次のとおり各施設に休撫当番隊（藪舗〉

　が待機していますが、受診される場合は、必ず電謡に

　て連絡を取ってからお患かけください。

婁4

3月20β（火〉

3捲25E礁ヨ）

ド
ー
…
…
ー
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数
ー
…
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
ー
…
ー
…
ー
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藝

あなたの声をお聞かせください〃

大地の芸術祭・地域検討会議の

　　　　　　　　メンバーを募集

響
羅
嚢
．
蕃
霧

　ヂ大地の1芸術祭達の推進母侭である十β町地域ニューにいがた鰻麟ブラン推

進協議会（会長1本溝欣二郎十揖驚市長〉では、第2囲大地の芸衛祭の企醐を

まとめるにあたって、地域の皆さんの声を灘接ギ大地の装構祭誰に活かしてい

くためにヂ大地の芸衛祭・地域鹸討会議」のメンバーを広く幕集します．

　設置期闘と会議

　　設麗期問　3月下旬から5月末まで

　　会議曝数　3～4籔の予建

　募隻期限　　3鍔末黛まで

騨甲下ρ

b爵

ノ講，，警

建轟

限期
飽
集
の
募
そ

欝1
＆▲＿＿＿〆一

畿
葎

賜鯉軌負な灘響催しま　　　のた　簾費
総欝韓璽ノ　＾＾　翰　　　　　　　　地域検討会議発会式

　　認脇．，．ミ　　　3月ウ2総（木〉午後塒一知スiO鰯講灘
瀬．雛饗礁発勤ね一地域険討会　　発会式　お一
　　、御　　　　　　　　　　　　　ただき、メノバーに慈募いただくこともできます。

類難灘臨響欝號
礁縫難灘松之転　振興諜一6－
1　　　　　　　仰で艦薇》搾シン漸

欝凝灘嚇購凝灘幾講醗瀟雛一1樫樵一1漁葦一・灘謡灘・φ一一一嚇勤薩

竹
内
清
司
さ
ん

　
　
　
　
湯
之
島

宝
物
の
利
用
を

（
蜂
）

　
松
之
山
驚
の
縫
業
人
撒
を
増
糠

す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
町
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
購
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
、
湯
之
島
集
落

の
番
屡
地
鷹
に
は
天
然
ガ
ス
も
多

く
出
る
し
、
地
下
七
薦
五
牽
慧
か

ら
難
十
瞬
度
の
濾
泉
も
出
る
の
で

す
。
昭
勲
黛
一
十
霞
～
　
一
牽
穴
年
に
一
兀

帝
麗
鷲
濾
に
て
井
獅
を
掘
っ
た
相

沢
誠
一
さ
ん
と
い
う
入
紅
会
っ
て

議
を
闇
き
ま
し
た
．

　
そ
の
相
沢
さ
ん
は
、
今
、
新
潟
辮

に
往
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
「
俺
が

実
際
に
掘
っ
た
ん
だ
か
ら
間
違
い

な
い
ん
だ
。
恥
と
力
読
し
て
く
れ
て

「
町
は
釘
を
し
て
い
る
ん
だ
。
楠
と

黛
，
っ
て
い
ま
し
た
。
潟
泉
は
一
雛
千

立
方
綴
も
地
下
か
ら
出
る
、
そ
の

温
泉
を
眠
ら
せ
て
お
く
こ
と
は
な

い
。
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
．

　
ガ
ス
も
灘
時
の
癒
潟
衛
で
使
え

る
量
が
出
る
。
こ
ん
な
宝
物
を
農
業

に
釈
用
し
な
い
で
い
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
、
今
ま
で
や
り
た
く

て
も
で
き
な
か
っ
た
冬
期
閥
の
農

叢
も
夢
で
は
な
い
の
で
す
、
キ
ノ
コ

類
、
花
、
野
菜
、
山
菜
等
の
栽
賠
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
地
下
資
源

を
測
粥
す
れ
ば
都
会
に
出
て
い
る

著
奢
も
U
タ
ー
ン
し
て
く
れ
る
人

も
必
ず
出
て
く
る
と
思
い
豪
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
松
之
山
町
の
人
撒

も
堰
繍
し
、
、
霜
い
人
た
ち
も
多
く
な

り
、
時
も
栄
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ガ
ス
と
濫
泉
熱
資
源
測
用
実
理
に

両
け
て
賛
成
し
て
く
れ
る
人
が
一

人
で
も
多
く
出
て
く
れ
ま
す
こ
と

を
切
に
望
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
親
撫
の
松
之
山
綴
験

を
中
心
と
す
る
観
光
農
業
も
栄
え
、

稲
作
農
業
も
栄
え
て
、
こ
の
う
え
な

い
時
の
発
展
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
、
佐
藤
鰐
畏
さ
ん
を
娩
め
、
町

講
会
、
役
場
嶺
局
の
強
力
な
取
り
組

み
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
松
之
由
町
の
発
展
と
観
光
農
業

に
燃
え
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
次
は
、
中
漂
の
小
見
籠
雄
さ
ん
に

お
渡
し
し
ま
す
。
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む
ろ
　
ザ盤

題
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蒙つのや馨

松之出欝役場電誰番弩一覧

総務諜02559－6一緻激（代畿）

税務会欝諜　　6－3欝2

産業諜　　6－3王32

振興諜　　　6－3撒
建設企業謙

（建　　設〉　　　　6－3王3S

（」ヒ下水墨蓑〉　　　6－2王62

議会事垂勢局　　　6－2王69

｛呆縫センタ　一　6－3705

広報

発脊鑓ノ平域ま3薙罎月a欝　編集・多奪行■松之磁町役場総務簸

辛襯一顯2新潟嬢東頚憾都穣之購大字総之醸鋤一2’薦L鰯59－6－3嬢玉FAx（｝郷59勒6｝35蕪

簿龍紙憲鐵期魏てい叢す

ジュカさんの風船マジックに
　　　　　　　　子供たちは大喜び

スキーカー㌧ニバル3／25

圃團回團
おめでた（出生）

健人ちゃん　著月修・…・玲子さん

　　　　　　　藤倉（陶大鑓）

おくやみ（死震〉

山摩　石松さん　77歳新　由（林）

蕎橋　重次さん80歳天水島〈重　内）

腐橋禰蔵さん88歳天水島（宮下〉

滝沢　彦治さん　75歳　松之由（木入場〉

＊2月主ε1から2月28βまでの騒出分です。

塞広報に載せてほしくない方は、屈繊の時に

窓欝に：お話ください。

⑳◎⑱㊧
　　　　　2月28蚕ヨ環難

総入口　3208人（一3〉

　男　王，549人（一3〉

　女1，659入（0）
盤帯数　1，亘7芦（一1）

　　　（〉内は蔚月との比較

町民憲章，醐，麟，月綻

わたしたちは松之由職斑です、郷烹を愛し、

みんなでよりよい醗づくりをしよう。

驚民の禽欝葉

　ま、美しい縁と碧の串で

　　　　心駿かな人になろう
三、ブナの縞が触れ合うように

　　　　連体の心をもとう
三、湧きいづる湯東のように

　　　　麟造のカを腐めよう

一
　
　
　
　
｝r
L

第堀回新潟県晃璽生徒
絵魎・版團コンクール最優秀作品

牧
田
賞

　
　
　
耕
山
あ
か
り
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
松
塁
保
欝
斯
五
歳
晃

　
　
「
ど
ん
ど
や
き
の
火
が
ず
ご
か
っ
燕
よ

　
　
ず
み
め
り
も
、
お
も
し
ろ
か
つ
た
よ
』

…
総
醗
懸
灘
騨

　
藷
避
凄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕

評論
楽しいお蕉月も遍ぎて、三月狐縫のどんどやきの醸が来まし

た．しめ縄や松かざり、だるまも火にくべて、お疋月をしめく

くります。轡を立てて燃えるどんどやきの炎は、ます談す激し

く燃えさかります．どんどやきの思い出がよく描けています。

◇2月の鐵来事

49　松之由スキー競技大会

8露　集落総ぞ毫会

鎗沼　豪雲塾捻撮まで

◇3月10R～4月6費の予定

8β松中卒業式
23澱　町内小学校卒業式

25β　スキーカーニバル

5・12・19・26休業

砿
翠の湯は4月まで冬季鉢業とな妙ます。

　
〕
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ヘ
夢
日
記
よ
り

　
　
鍛
近
、
鱈
で
発
電
が
で
き
る
と
い

．
う
認
を
闇
き
ま
し
た
。
露
と
地
熱
と

　
の
温
度
差
を
利
期
し
て
発
電
す
る

㎜
も
の
で
す
。
松
之
磁
で
は
鷹
カ
月
問

　
欝
に
埋
も
れ
ま
す
か
ら
、
安
定
し
た

　
電
力
嫉
給
源
に
な
る
で
し
よ
う
．

　
　
ま
た
、
雲
は
夏
ま
で
保
存
す
る
こ

ー
と
に
よ
り
、
家
羅
矯
の
冷
虜
に
も
な

ー
り
ま
す
。
か
な
り
大
き
な
施
設
が
必

　
要
で
し
ょ
う
が
、
環
壌
問
題
が
深
刻

　
化
し
て
い
る
中
、
雲
は
豊
窟
な
水
を

　
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
な
る
よ
う
な
気

　
が
し
ま
す
．

　
　
矯
が
一
㎏
い
く
ら
で
売
れ
る
よ
う

　
に
な
れ
ば
醗
根
の
雲
下
ろ
し
も
励

　
み
に
な
る
の
で
す
が
…
…
．
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